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 『平常時モニタリングについて（原子力災害対策指針補足 

  参考資料）』の策定に伴う監視調査計画の変更について 
 

 〇 原子力規制庁は、従前から各道県で実施している原子力発電所周辺監視 

  調査等の斉一化を目的として、 『平常時モニタリングについて（原子力災害対 

  策指針補足参考資料）』を平成３０年４月に策定した。 
   
 〇 当該資料では、調査の目的及び実施範囲を定めた上で、目的ごとに実施項目 

  及び頻度等を規定している。なお、当該資料は、最低限実施しなければならない 

  ものを定めたものであり、各自治体がそれ以上の調査を実施することを妨げるも 

  のではない。 
  

 〇 当県で行っている原子力発電所周辺環境監視調査において未実施の内容につ 

  いては、当該資料に適合するよう検討を実施した。 
 

 〇 また、当県で実施している原子力発電所周辺環境監視調査の一部について、 

  当該資料の記載に照らして実施内容の検討を行った。 
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１. 大気中放射性ヨウ素 

 （１）現行の調査内容 

   

 

 
 

 （２）今後の調査計画（案） 

      平成31年度調査計画から調査計画を下記のとおり変更する     

     

 

 

            

           【理由】 

     ・「平常時モニタリングについて」において、連続採取を行うことと規定されたことから、 

                 調査頻度を現行の４回／年から24時間連続採取とする。        

   

 [調査地点] 
     ・発電所周辺10km圏 ３地点（固定局３地点（柏崎市街局、刈羽局、西山局）） 

 [調査頻度]  

     ・４回／年（測定月は24時間連続採取）    

 [調査地点] 
  ・発電所周辺10km圏 ３地点（固定局３地点（柏崎市街局、刈羽局、西山局）） 

  [調査頻度]  
    ・24時間連続採取 
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２. 飲料水、原水 

 （１）現行の調査内容 

   

 

 
 
          
  （２）今後の調査計画（案） 
      平成31年度調査計画から調査計画を下記のとおり変更する     

     

 

 

            

          
  
       

    【理由】 

     ・「平常時モニタリングについて」において、原水（飲料用水）のストロンチウム９０の測定を行うことと規定 

       されたことから、現行の調査地点３地点のうち、浄水場の給水人口を勘案の上、代表地点として赤坂山 

       浄水場での調査項目にストロンチウム９０を追加する。        

   

飲料水（蛇口水） 原水（地下水） 

調査地点 発電所周辺10km圏 ２地点 発電所周辺10km圏 １地点 

赤坂山浄水場 油田浄水場 砂田浄水場 

調査頻度 ４回／年 

調査項目 γ線放出核種、トリチウム 

飲料水（蛇口水） 原水（地下水） 

調査地点 発電所周辺10km圏 ２地点 発電所周辺10km圏 １地点 

赤坂山浄水場 油田浄水場 砂田浄水場 

調査頻度 ４回／年 

調査項目 γ線放出核種、トリチウム、 

ストロンチウム９０ 

γ線放出核種、トリチウム 
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３.キャベツ、大根（葉）  

 （１）現行の調査内容 

   

 

 
 
  

 （２）今後の調査計画（案） 

      平成31年度調査計画から調査計画を下記のとおり変更する     

     

 

 

            

          

      【理由】 

     ・「平常時モニタリングについて」において、葉菜のストロンチウム９０の測定を行う 

      ことと規定されたことから、現行の調査品目２品目のうち、葉菜であるキャベツの 

      調査項目にストロンチウム９０を追加する。       

   

キャベツ 大根（葉） 

調査地点 発電所周辺10km圏 ２地点 発電所周辺10km圏 ２地点 

調査頻度 １回／年 １回／年 

調査項目 γ線放出核種 γ線放出核種 

キャベツ 大根（葉） 

調査地点 発電所周辺10km圏 ２地点 発電所周辺10km圏 ２地点 

調査頻度 １回／年 １回／年 

調査項目 γ線放出核種、ストロンチウム９０ γ線放出核種 
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４.マガレイ、ヒラメ、マダイ  

 （１）現行の調査内容 

   

 

 
 
  

 （２）今後の調査計画（案） 

      平成31年度調査計画から調査計画を下記のとおり変更する     

     

 

 

            

          

      【理由】 

     ・「平常時モニタリングについて」において、魚のストロンチウム９０の測定を行うことと規定された   

       ことから、現行の調査品目３品目のうち、水揚量及び試料確保の容易さ、生息域を勘案し、代 

       表的な魚としてマガレイの調査項目にストロンチウム９０を追加する。       

   

マガレイ ヒラメ マダイ 

調査地点 発電所周辺海域 

調査頻度 １回／年 

調査項目 γ線放出核種 

マガレイ ヒラメ マダイ 

調査地点 発電所周辺海域 

調査頻度 １回／年 

調査項目 γ線放出核種、ストロンチウム９０ γ線放出核種 
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５.ワカメ、モズク類  

 （１）現行の調査内容 

   

 

 
 
  

 （２）今後の調査計画（案） 

      平成31年度調査計画から調査計画を下記のとおり変更する     

     

 

 

            

          

      【理由】 

     ・「平常時モニタリングについて」において、海藻類のストロンチウム９０の測定を行うことと規定 

       されたことから、現行の調査品目２品目のうち、水揚量及び試料確保の容易さを勘案し、代表 

       的な海藻としてワカメの調査項目にストロンチウム９０を追加する。       

   

ワカメ モズク類 

調査地点 発電所10km圏海域 

調査頻度 １回／年 

調査項目 γ線放出核種 

ワカメ モズク類 

調査地点 発電所10km圏海域 

調査頻度 １回／年 

調査項目 γ線放出核種、ストロンチウム９０ γ線放出核種 
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６. 積算線量 

 （１）現行の調査内容 
    

 

  

 
 

 （２）今後の調査計画（案） 

      平成31年度調査計画から、測定方法を積算線量計による測定からモニタ 

    リングポストによる測定に変更する     

    【理由】 

     ・「平常時モニタリングについて」では、空間線量率の測定はモニタリングポストによ   

             り実施し、積算線量はモニタリングポストが設置されていない地点では参考にでき 

             るとされ、積算線量計の設置が必須ではなくなった。 

      ・ 積算線量計は、昭和58年度の監視調査開始当初、モニタリングポストより軽微で安 

      価に整備できることから、空間放射線率測定の主要な装置として普及し、当県にお 

      いても積極的に設置が進められたが、近年の固定局モニタリングポストや可搬型 

      モニタリングポストの増設に伴い、測定の役割を終えたと考えられる。 

  

 [調査地点] 
   ・発電所周辺10km圏    22地点（固定局11地点、モニタリングポイント11地点） 
      ・発電所周辺10～30km圏  ５地点（対照地点）      
  [調査頻度]  
      ・４回／年（３ヶ月間の積算線量測定×４回） 
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６. 積算線量（続き） 

 （３） 積算線量計及びモニタリングポスト設置地点（H30.8月現在） 

 

  

                                             

〇：積算線量計設置地点 
   （固定局モニタリングポスト併設） 
 
△：積算線量計設置地点 
   （モニタリングポイント） 
 
●：固定局モニタリングポスト設置地点 
    
▲：可搬型モニタリングポスト設置地点 
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  【参考】「平常時モニタリングについて（国指針）と県監視調査内容の比較結果 
①周辺住民等の被ばく線量の推定及び評価（実施範囲：10km圏内） 

国指針 県調査 

実施内容 項目 測定頻度 測定対象 項目 範囲・箇所数 測定頻度 測定対象 

・空間放射線量率の測定 

空間線量率 連続測定 γ線放出核種 空間線量率 10km圏 11局 連続測定 γ線 

      積算線量 

10km圏 11局 4回/年   

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｲﾝﾄ 11箇所 4回/年   

対照地点 5箇所 4回/年   

・大気中の放射性物質の濃度の測定 

浮遊じん等 1回/月 

γ線放出核種 

浮遊じん 10km圏 

3局 1回/月 γ線放出核種 

  1局 2回/年 Pu-238、Pu-239+240 

ヨウ素については、連続採取し、予期しない放出が確
認された場合に試料を回収・分析 

大気（ヨウ素） 10km圏 3局 4回/年 I-131 

      

降下物 10km圏 

2局 1回/月 γ線放出核種 

      1局 2回/年 Pu-238、Pu-239+240 

・環境試料中の放射性物質の濃度の測定 

陸水 必要に応じて γ線放出核種、Sr-90 飲料水 10km圏 2箇所 4回/年 γ線放出核種、H-3 

      原水 10km圏 1箇所 4回/年 γ線放出核種、H-3 

      河川水 10km圏 1箇所 2回/年 γ線放出核種、H-3 

穀類 必要に応じて （記載なし） 米 10km圏 3箇所 1回/年 γ線放出核種、Sr-90 

葉菜 1～4回/年 γ線放出核種、Sr-90 

キャベツ 10km圏 2箇所 1回/年 γ線放出核種 

大根（葉） 10km圏 2箇所 1回/年 γ線放出核種 

      大根（根） 10km圏 2箇所 1回/年 γ線放出核種、Sr-90 

牛乳 1～4回/年 γ線放出核種、Sr-90 牛乳 10km圏 2箇所 4回/年 γ線放出核種、Sr-90 

魚 1～4回/年 γ線放出核種、Sr-90 

マガレイ 前面海域 1箇所 1回/年 γ線放出核種 

ヒラメ 前面海域 1箇所 1回/年 γ線放出核種 

マダイ 前面海域 1箇所 1回/年 γ線放出核種 

無脊椎動物 1～4回/年 γ線放出核種、Sr-90 サザエ 前面海域 1箇所 1回/年 γ線放出核種、Sr-90 

海藻類 1～4回/年 γ線放出核種、Sr-90 

ワカメ 前面海域 1箇所 1回/年 γ線放出核種 

モズク類 前面海域 1箇所 1回/年 γ線放出核種 

                  

  計画変更検討項目 
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②環境における放射性物質の蓄積状況の把握（実施範囲：10km圏内） 

            

国指針 県調査 

実施内容 項目 測定頻度 測定対象 項目 範囲・箇所数 測定頻度 測定対象 

・環境試料中の放射性物質の濃度の測定 

土壌 1回/年 γ線放出核種 土壌 10km圏 3箇所 2回/年 γ線放出核種 

海底土 1回/年 γ線放出核種 海底土 前面海域 5箇所 2回/年 γ線放出核種、Pu-238、Pu-239+240 

      海水 前面海域 5箇所 2回/年 γ線放出核種、H-3 

      松葉 10km圏 2箇所 2回/年 γ線放出核種 

      

ホンダワラ 

前面海域 2箇所 4回/年 γ線放出核種 

      放水口付近 2箇所 2回/年 γ線放出核種、Sr-90 

③原子力施設からの予期しない放射性物質又は放射線の放出の早期検出及び周辺環境への影響評価（実施範囲：5km圏内） 

国指針 県調査 

実施内容 項目 測定頻度 測定対象 項目 範囲・箇所数 測定頻度 測定対象 

・空間放射線量率の測定 空間線量率 連続測定 γ線放出核種 空間線量率 10km圏 11局 連続測定 γ線 

・大気中の放射性物質の濃度の測定 

浮遊じん 連続測定 人工放射性核種 浮遊じん 

10km圏 3局 連続測定 全β 

10km圏 3局 連続測定 αβ比 

      

大気（水分） 

10km圏 3箇所 1回/月 H-3 

      対照地点 1箇所 1回/月 H-3 

・排水中の放射性物質の濃度の測定 排水 連続測定 γ線放出核種 東京電力調査 

                

④緊急事態が発生した場合への平常時からの備え（実施範囲：30km圏内） 

                

国指針 県調査 

実施内容 項目 測定頻度 測定対象 項目 範囲・箇所数 測定頻度 測定対象 

・空間放射線量率の測定 空間線量率 連続測定 γ線放出核種 空間線量率 全県 41局 連続測定 γ線 

・環境試料中の放射性物質の濃度の測定 

土壌 1回/5年 γ線放出核種、Sr-90、Pu-238、Pu-239+240 土壌 全県 28箇所 1回/5年 γ線放出核種 

陸水 1回/5年 γ線放出核種、H-3、Sr-90 河川水 全県 8箇所 1回/5年 γ線放出核種 

海水 1回/5年 H-3 海水 全県 3箇所 2回/年 γ線放出核種 


